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初期の原始惑星系円盤内に含まれる Dustは、重力の影響で赤道面に沈殿する。ある深さ
になると、自己重力不安定が起こり、赤道面では、短いタイムスケールで数 kmサイズの
微惑星が形成され、その後、それらが惑星に成長すると考えられている。
しかし、沈殿によって出来る Dust層の密度勾配のため、原始惑星系円盤内の Gasは、
回転方向の速度に、赤道面から上空にかけて Shear流が発生しており、Kelvin-Helmholtz
不安定 (以下、KH不安定)が起こる可能性があることが分かっている。そうすると、沈殿
してきたDustは巻き上げられてしまい、Dust層が自己重力不安定を起こすことは難しく
なる。この問題に取り組んだ先行研究 (Sekiya 1998)では、単一サイズの Dust を仮定し、
全領域で KH不安定に対して臨界平衡状態にあるとして、Dustの密度分布を解くことに
より、初期DustがMinimum Solar Nebula (MSN)モデルの約２０倍存在していれば、自
己重力不安定を起こすことができるという結果が示されていた。
しかし、本当にこの臨界平衡状態に至るかどうかは自明ではないため、その条件を課さ
ず、原始惑星系円盤内での沈殿の時間発展を追うことにした。その際に、まず Dustが、全
て同じ大きさであるとして、”KH不安定を一度も起こさず、呪力不安定に達するという十
分条件 ’’を求めると、MSNモデルの 600倍以上の Dust量が存在しないといけないこと
が示された。次に、原始惑星系円盤内の Dustサイズについて、連続的な分布を持ってい
るとして、沈殿の時間発展を追うと、10倍程度条件を緩和させる効果があることが分か
り、50倍程度の初期Dust量でも、KH不安定を一度も起こさず、重力不安定を起こせる
場合があることが示された。
つまり、惑星形成を考える際に Dustのサイズ分布を考慮することが、今後重要な課題

となるかもしれないことが示唆された。


